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地 方 創 生 産 業 委 員 会 会 議 録  

 

Ⅰ  日   時  令 和 ８ 年 ６ 月 1 8 日 （ 木 ）  

午 前 1 1 時 4 9 分 開 会  

午 前 1 1 時 5 1 分 閉 会  

Ⅱ  場   所  第 １ 委 員 会 室  

Ⅲ  出 席 委 員  

副 委 員 長        寺 口  智 之  

委   員          嶋 川  武 秀  

〃            種 部  恭 子  

〃          井 上   学  

〃            筱 岡  貞 郎  

〃            火 爪  弘 子  

〃          中 川  忠 昭  

〃          米 原   蕃  

Ⅳ  会 議 に 付 し た 事 件  

 １  委 員 長 の 互 選 に つ い て  

 ２  そ の 他  

Ⅴ  議 事 の 経 過 概 要  

１  委 員 長 の 互 選 に つ い て  

寺 口 副 委 員 長  た だ い ま か ら 、 地 方 創 生 産 業 委 員 会 を 開 会 い

た し ま す 。  

  本 日 、 皆 様 方 に お 集 ま り い た だ き ま し た の は 、 川 上 委 員

長 の 逝 去 に 伴 い 、 本 委 員 会 の 委 員 長 を 選 任 す る た め で あ

り 、 委 員 会 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 委 員 長 が 互

選 さ れ る ま で 、 委 員 長 の 職 務 を 行 い ま す 。  

委 員 長 が 欠 員 と な り ま し た の で 、 委 員 長 の 互 選 を 行 い ま

す 。 互 選 の 方 法 を い か が い た し ま し ょ う か 。  

〔 「 副 委 員 長 指 名 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

寺 口 副 委 員 長  た だ い ま 、 私 に 指 名 せ よ と の こ と で あ り ま す
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の で 、 委 員 長 に 種 部 恭 子 委 員 を 指 名 い た し ま す 。  

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

〔 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

寺 口 副 委 員 長  御 異 議 な し と 認 め 、 種 部 恭 子 委 員 が 委 員 長 に

当 選 さ れ ま し た 。 委 員 長 か ら 就 任 の 挨 拶 が あ り ま す 。  

種 部 委 員 長  た だ い ま 、 皆 様 方 の 御 推 挙 に よ り ま し て 委 員 長

に 選 任 い た だ き ま し て 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま す 。    

川 上 前 委 員 長 の 御 遺 志 を 引 き 継 い で 、 皆 様 方 の 御 協 力 を

頂 き ま し て 、 円 滑 な 委 員 会 運 営 に 誠 心 誠 意 努 力 す る 所 存 で

あ り ま す 。 ど う か 皆 様 方 の 御 支 援 、 御 協 力 を 賜 り ま す よ う

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

以 上 で 、 議 題 の 協 議 は 終 わ り ま し た 。  

本 日 は 、 こ れ を も っ て 閉 会 い た し ま す 。  

 


